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【手続補正書】
【提出日】平成20年12月25日(2008.12.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　同じ結合情報で暗号化されたタイトル鍵の論理パーティションを用いて、暗号化された
コンテンツを管理するための方法であって、
　コンテンツ・プロバイダ・サービスにより格納された準拠デバイス上のコンテンツへの
アクセスを要求するステップと、
　要求されたコンテンツがその一員であるコンテンツ・パーティションを識別するステッ
プと、
　識別されたパーティションについてのコンテンツ結合コンテキストを取得するステップ
と、
　前記デバイスについての結合情報の最新セットを結合コンテキストが表しているかどう
かを決定するステップと、
　前記コンテンツ結合コンテキストを用いて結合情報を復元するステップと、
　タイトル鍵を現在のクラスタ結合情報レベルに再結合することを考慮するステップと、
を含む、
　方法。
【請求項２】
　前記結合情報が現在のものであり、
　暗号化されたコンテンツをコンテンツ結合サービスに返すステップと、
　タイトル鍵を復号するステップと、
　前記復号されたタイトル鍵でコンテンツを復号するステップと、
　復号されたコンテンツを前記デバイス上のレンダリング・サービスに提供するステップ
と、を含む、
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　請求項１に記載の方法
【請求項３】
　前記結合情報が期限切れであり、
　期限切れの結合情報で暗号化されたタイトル鍵がコンテンツ結合サービスにより再暗号
化されることを要求するステップと、
　前記期限切れの結合情報を用いてタイトル鍵を復号するステップと、
　クラスタについての結合情報の現在のセットでタイトル鍵を再暗号化するステップと、
　前記再暗号化されたタイトル鍵および現在の結合コンテキストをコンテンツ・プロバイ
ダに返すステップと、
　前記再暗号化されたタイトル鍵を現在のパーティションへ再パーティションするステッ
プと、を含む、
　請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記コンテンツ・プロバイダ・サービスが、現在のコンテンツ・コンテキストを有する
パーティションを識別し、
　前記暗号化されたコンテンツおよび新しく暗号化されたタイトル鍵を、現在のコンテン
ツ結合コンテキストを有するパーティションと関連付けるステップと、
　前記暗号化されたコンテンツと期限切れの暗号化されたタイトル鍵との関連付けを以前
のパーティションから除去するステップと、
　期限切れとして要求されたコンテンツが切り離された以前のパーティション中の残る暗
号化されたコンテンツおよびタイトル鍵をマーキングするステップと、
　期限切れのコンテンツ結合コンテキストでマーキングされたパーティション内の残る暗
号化されたコンテンツおよび暗号化されたタイトル鍵を監視するステップと、を含む、
　請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記コンテンツ結合サービスは、前記コンテンツ・プロバイダ・サービスが結合変化の
リアルタイム決定を提供するための通知システムを含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　ユーザが、コンテンツ結合サービスの通知システムによる通知の時点で、タイトル鍵を
再結合し、それらを新しく作成されたパーティションに移動させることを選ぶことができ
る、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　ユーザが、コンテンツ結合サービスの通知システムによる通知の時点で、タイトル鍵を
再結合することを延期し、将来の更新期間のためにコンテンツにフラグを立てることを選
ぶことができる、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　同じ結合情報で暗号化されたタイトル鍵の論理パーティションを用いて、暗号化された
コンテンツを管理するためのシステムであって、
　コンテンツ・プロバイダ・サービスにより格納された準拠デバイス上のコンテンツへの
アクセスを要求するための手段と、
　要求されたコンテンツがその一員であるコンテンツ・パーティションを識別するための
手段と、
　識別されたパーティションについてのコンテンツ結合コンテキストを取得するための手
段と、
　前記デバイスについての結合情報の最新セットを結合コンテキストが表しているかどう
かを決定するための手段と、
　前記コンテンツ結合コンテキストを用いて結合情報を復元するための手段と、
　タイトル鍵を現在のクラスタ結合情報レベルに再結合することを考慮するための手段と
、を含む、
　システム。
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【請求項９】
　前記結合情報が現在のものであり、
　暗号化されたコンテンツをコンテンツ結合サービスに返すための手段と、
　タイトル鍵を復号するための手段と、
　前記復号されたタイトル鍵でコンテンツを復号するための手段と、
　復号されたコンテンツを前記デバイス上のレンダリング・サービスに提供するための手
段と、を含む、
　請求項８に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記結合情報が期限切れであり、
　期限切れの結合情報で暗号化されたタイトル鍵がコンテンツ結合サービスにより再暗号
化されることを要求するための手段と、
　前記期限切れの結合情報を用いてタイトル鍵を復号するための手段と、
　クラスタについての結合情報の現在のセットでタイトル鍵を再暗号化するための手段と
、
　前記再暗号化されたタイトル鍵および現在の結合コンテキストをコンテンツ・プロバイ
ダに返すための手段と、
　前記再暗号化されたタイトル鍵を現在のパーティションへ再パーティションするための
手段と、を含む、
　請求項９に記載のシステム
【請求項１１】
　前記コンテンツ・プロバイダ・サービスが、現在のコンテンツ・コンテキストを有する
パーティションを識別し、
　前記暗号化されたコンテンツおよび新しく暗号化されたタイトル鍵を、現在のコンテン
ツ結合コンテキストを有するパーティションと関連付けるための手段と、
　前記暗号化されたコンテンツと期限切れの暗号化されたタイトル鍵との関連付けを以前
のパーティションから除去するための手段と、
　期限切れとして要求されたコンテンツが切り離された以前のパーティション中の残る暗
号化されたコンテンツおよびタイトル鍵をマーキングするステップと、
　期限切れのコンテンツ結合コンテキストでマーキングされたパーティション内の残る暗
号化されたコンテンツおよび暗号化されたタイトル鍵を監視するための手段と、を含む、
　請求項１０に記載のシステム
【請求項１２】
　前記コンテンツ結合サービスは、前記コンテンツ・プロバイダ・サービスが結合変化の
リアルタイム決定を提供するための通知システムを含む、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１３】
　ユーザが、コンテンツ結合サービスの通知システムによる通知の時点で、タイトル鍵を
再結合し、それらを新しく作成されたパーティションに移動させることを選ぶことができ
る、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　ユーザが、コンテンツ結合サービスの通知システムによる通知の時点で、タイトル鍵を
再結合することを延期し、将来の更新期間のためにコンテンツにフラグを立てることを選
ぶことができる、請求項１２に記載のシステム
【請求項１５】
請求項１乃至７のいずれか１項に記載の方法の各ステップをコンピュータに実行させるた
めのコンピュータ・プログラム
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